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　今年もまた豪雨による大きな災害が発生した。令和２年７月豪雨は、九州から東北地方

にかけて各地に甚大な被害をもたらした。熊本県で球磨川の氾濫等により多くの方が犠牲

になられるなど、特に九州地方で大きな人的被害が出た。線状降水帯が断続的に九州地方

で多数発生し記録的な大雨になったことによるもので、また、早朝の豪雨で住民の避難が

遅れたことも被害を大きくしたと言われている。

　地球温暖化の影響もあってこうした局所的豪雨は増える傾向にあるが、線状降水帯の時

間や場所を予め正確に予測することは現時点ではなかなか難しいとのことである。一方で、

大学や研究機関において線状降水帯の早期予測の研究も進められており、いずれそうした

成果が気象予報にも活かされてほしいと思う。そしてそれが防災関係機関や地域の連携協

力により早め早めの避難に繋がり、住民の安全が守られるよう期待したい。




